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二， r景物画」の提唱。論者は家永三郎『上代倭絵全史』における景物画の概念を拡大して， r 自然系
の季節の景物画はもとより，名所の景物画，人事系の景物画といったものの総称として，新たに広義の
景物画を提唱J する。そのなかには倭絵のみならず，中世以後に成立した和画の伝統的な月次絵，四季
絵，名所絵が入り，さらに一部の漢画系の絵画も加わる(第一章第二節，第二章第四節のー)。このよ
うな新しい景物画概念の導入によって，主題による分類の問題だけでなく，画面構成といった表現形式
の問題，さらには景物表現の歴史的変選の問題をも包括的に論じる乙とができるようになった。例えば，
これまで分類しがたいとされた諸山水扉風や，風俗画扱いをされてきた年中行事絵系の諸作品が適切に
位置づけられることになり，また，長谷川等伯の「松林図」のような典型的な水墨画でさえ，季節の景
物画として考察される乙とが可能となった。乙のような独自の景物画概念による論証によって，絵画の
芸術的自律性を見失うことなく その歴史的意義を明らかにした乙とは，本論文の特筆すべき成果のひ
とつである。
三，画面構成。乙れまで個々の遺品に関して論じられてきた障昇画の大画面問題を，昇風絵と禅院方丈
障壁画の両側面から，いずれも比較的遺品に恵まれた水墨山水画を中心に考察する。扉風絵は周文様か
ら元信様への展開として論じられ(第一章第三節) ，禅院方丈障壁画については小栗宗継から曽我蛇足，
相阿弥，狩野元信へと展開する画面変化に即して考察された(第二章第二節)。ついで，乙のような中
世末期以来の画面構成が，狩野永徳によって「大画」構成として画期的な変化をとげるに至った経過が
論じられる(第二章第三節のー，三)。乙の大画構成による永徳様式は流派様式ではなくて時代様式で
あるとされ， したがってこれを継承した等伯，海北友松，雲谷等顔などの作品もまた時代様式としてと
らえられる。乙とに等伯の場合，智積院の「楓図J において，永徳様金碧大画の特質をいかんなく示す
ことが指摘された。以上のような大画面構成および大画構成に関する考察は，従来の流派中心の障壁画
研究とは一線を画する，きわめて個性的なものである。
四.金碧画面構成。金碧画は乙れまで豪華な極彩色絵画ぐらいに考えられて，ひとくちに金地著色画
と称されてきた。しかし論者は金碧画が多様な様相をもつことに注目して，これらを画面構成の上から
とらえなおすべく，金雲と金地を指標として分析する(第三章第一節，第二節)。とくに重要な問題は
画面構成上における金雲と金地との差異，および表現手法における金雲から金地への推移であるが，そ
れらが現存作品に即して余すところなく論じられている。すなわち，金雲は画面上の中心的なモチーフ
を強調するために不必要な部分を遮蔽し，さらに画中において前後する時間や遠く隔てられた空間をあ
らわす働きをする。それにたいして金地は画面の背景として主題を明瞭に浮きたたせる視覚的効果を有
するとともに，奥へ向かおうとする視覚の働きを遮断するから全画面が近景的な構図となる口したがっ
て，例えば永徳風の雄大豪華な大画構成は，単に時代精神といった漠然とした観念に由来するのではな
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く，金地自体の有する造形的な効果の追求，および支配者層の生活空間荘厳化の意欲に基づいている。
乙の金碧画論は，独自な構想と鋭い分析によって，その概要が昭和四十年に発表されたとき注目をあび
たが，本論文ではさらに熟考が加えられて，より精徹かっ深化した内容となっている。
五，障壁画の位置づけ。書院造の成立lとともなって，障壁画のしつらいも単なる羅列ではなく，建築空
間との密接な関係のもとに展開した乙とが，その主題や彩墨，建物(あるいは室空間)の格式や機
能に即して考察された。かくして名所景物画の位置づけ(第二章第四節のー) ，金碧花鳥画の位置
づけ(同第五節) ，名古屋城本丸御殿の玄関・表書院・対面所の諸障壁画群の位置づけ(同第四節の二)，
さらに書院造の影響をうけた禅院万丈画の性格(同第一節，第五節の二)などが明らかになった。視覚
的間仕切としての障壁画が近世初期の寺院，宮廷，城郭における空間の序列とどのように関連したか，
また当時の現世主義的な風潮にどのように応じていったかーーかかる論証は，論者の古建築に関する深
い知識に基づくもので，きわめて独創的である。
六，画体論。中世末期における新しい生活空間の出現にともなって 大量の大画面の制作が要求される
ようになった。そのような要求にたいして 中世の漢画系障昇画制作の前提となっていた「筆様(画様)J
方式には限界があり，新たに「画体J 方式が創案された。乙の方式は，共同制作をおし進め，様式の統
ーをはかる必要からうまれたが それを体系化したのは元信を中心とする狩野派である(第四章第一節)。
論者はこの画体論を等伯様や友松様に適用し，ィさらにこの画体方式が時代とともに変容することを探幽
様について実証的に考察する(同第二節，第三節，第四節)。乙れらの画体論は今後の近世初期絵画の
流派研究の出発点となるものである。
七，近世初期風俗画の問題。第五章の論考は，久しく初期肉筆浮世絵として扱われてきた風俗画を，障
昇画の範鴎においてとらえなおそうとするもので，きわめて大胆な試みである。その乙とによって論者
が目指すのは，近世絵画史の体系のなかに風俗画を正当に組み入れる乙とである。かくして洛中洛外図
(第一節) ，遊楽図(第二節) ，豊国祭礼図(第三節)が吟味され，とくに狩野派において景物画(第
一章第二節)が脱皮して風俗画に転化する経過がたどられ，時世粧の具体化という形で，洛中洛外図の
成立，あるいは野外遊楽図から室内遊楽図への一貫した方向づけが与えられる。そして論者は，このよ
うな方向づけのうちに，中世における自然観照的ないし信仰的な生活態度から，近世における人間の生
そのものの享受という生活態度へ向かう，いわば世界観的転換をさぐる。この近世初期風俗画論は，新
しいジャンルの発生と時世粧との関連，狩野派の役割など，重大な問題提起を含んでいる。
と乙ろで，美術史学の最も重要な課題は，美術作品の芸術性と歴史性とをどのように統一的に把握す
るかという乙とであるが，本論文はこの永遠の課題に真向から挑戦し，見事に成功している。すなわち，
作品の主題や画面構成といった芸術的表現の内容や方法を綿密に考察する乙とによって，美術史の自律
性を明らかにしつつ，同時に乙れらの内容や方法を，中世末期から近世初期への転換期における人びと
の社会意識や生活空聞に関連づける乙とによって，障扉画の歴史的意義を解明した。その意味で本論文
はすぐれた近世初期障扉画研究であるだけでなく，美術史学的方法論としてもきわめて高い価値を有す
る。
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本論文のこのような長所は， しかし，ときには短所ともなりうる。すなわち，障扉画の系列化に努力
が払われるのあまり，作家および作品に関する個別的な様式研究が二義的にならざるをえなかった。ま
た，問題提起された景物画概念はその性質上，厳密な文献批判を経たものではない。したがって，それ
がより精織な概念として確立されるためには，さらに綿密な資料的裏づけが必要であろう。同様の乙と
は，画中障扉画の研究についても言えよう。すなわち，ここでは「中世障扉画展」において収集された
資料から先述のような判定が導きだされたが，その推論がより確実なものとなるためには，さらに十四
世紀の年紀のある他の諸資料についても調査がおこなわれなければならない。最後に，あえて望萄を加
えれば，第四章の画体論で終わるか，または結章がほしい思いである。第五章がすぐれたものであるこ
とは前述の通りであるが，本論文の構成としては，乙の章が加わることでいささか緊密さを欠いた感が
あるからである。
しかしこれらは，すでに述べた本論文の卓越した業績をもとより損うものではな L、。本論文が文学博
士の学位請求論文として十分に価値あることを認定する次第である D
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